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力
協
・
刷
印

　
　
　

社
会
式
株
業
工
西
安

No.22

平成２８年
9 月号

No.22

　

の
跡
遺
瀬
滝

。
た
し
ま
し
催
開
を
会
明
説
元
地

　
　
　

内
案
ご
ト
ン
ベ
イ

　

。
す
ま
し
内
案
ご
を
ト
ン
ベ
イ
の
秋

　

。
い
さ
下
覧
ご
を
り
ぶ

　
　

 

月 

四
十

 

日(

金)

一
十
・

 

月 

日
一
十

(

金)

　
　

時
　

 

十 

ら
か
時

　
　

場
　

 

階
二

　

合
集
室
修
研

●  

』
学
古
考
の
り
祭
と
り
祈
『
座
講
史
歴
続
連

　

。
す
ま
し
説
解
が
師
講
の
人
五
て
い
つ
に
報
情
な
的
学
古
考
の
る
す
関
に
り
祭
と
り
祈
☆　

　

時
　
間:

時
三
ら
か
時
一
後
午

　
　

会
　
場:

 

室
修
研
階
二

　
　
　

月
九
・

  

四
十
二

 

日(

土)

　  

」
り
の
い
の
文
縄
「

      

暁
和
添
川

　
　
　

月
十
・

  

八 

日(

土)

　
　

 

　 

幸
宏
井
永
」
祀
祭
耕
農
の
生
弥
「

　
　
　

月
十
・

  

二
十
二

 

日(

土)

　  

」
り
つ
ま
の
墳
古
「

 
  

二
浩
野
早

　
　
　

月
一
十
・

  

五 

日(

土)

　      

明
正
本
池
」
い
な
じ
ま
の
代
古
「

　
　
　

月
一
十
・

  

九
十

 

日(

土)

　  

」
術
呪
の
国
戦
「

　 
  

貴
正
木
鈴

●  

６
１
０
２

」

　

告
報
の
め
た
る
す
開
公
に
民
県
般
一
く
広
を
果
成
る
す
係
関
に
学
古
考
の
外
内
県
知
愛
☆

。
す
で
定
予
る
す
示
展
も
果
成
の
査
調
掘
発
の
連
関
ム
ダ
楽
設
。
す
ま
し
催
開
を
会　

　

 

　
　

   

所
務
事
合
総
城
屋
古
名
局
流
交
化
文
光
観
市
屋
古
名
】
力
協
【

　

八
橋

所
に
セ
キ
タ
字

る
す
在

滝
瀬

。
た
し
ま
し
た
い
催
開
を
会
明
説
元
地
の
跡
遺

　

区
査
調
度
年
昨
、
は
の
た
き
で
が
と
こ
る
す
せ
見
お
に
様
皆
で
会
明
説

る
た
あ
に
側
東
北
の

16

。
す
で
区
Ａ

　

石

炉
囲

つ
も
を

縄
文

代
時

中

半
後
期

〇
〇
八
四
約
ら
か
今
（

の
）
前
年
〇
〇
四
四

竪

跡
物
建
穴

と
土

溜
器

代
時
文
縄
、
り
ま

後
期
前
葉

中
葉

〇
〇
〇
四
約
ら
か
今
（

の
）
前
年
〇
〇
八
三

遺
物
包

層
含

・
配

構
遺
石

・
炉
跡
・
袋

坑
土
状

（
貯

穴
蔵

期
中
代
時
文
縄
、）

の
期
後

土

構
遺
設
埋
器

（
埋
甕

と
）

集

石
土
坑

の
て
つ
か
、

伊
那
街
道

る
れ
ら
え
考
と

近
世

の
降
以

道

状
路

遺

は
構
遺
石
配
の
期
後
代
時
文
縄
も
で
か
な
。
す
ま
り
あ
が
構

建

跡
物

の

。
す
で
の
も
る
れ
さ
目
注
に
特
、
り
あ
も
性
能
可

　

良
も
気
天
お
は
日
当
の
会
明
説
元
地
、
て
し
ま
ち
も
を
ま
さ
げ
か
お

し
ま
き
で
が
と
こ
く
だ
た
い
覧
ご
を
跡
遺
に
々
方
の
も
名
六
八
、
く

。
す
ま
し
た
い
謝
感
く
深
に
こ
こ
。
た

写真1　滝瀬遺跡 地元説明会の様子
（当日配付資料は愛知埋文HPからダウンロードできます）

出土遺物

　

も
ら
か
れ
こ
は
跡
遺
瀬
滝
、
お
な

16

。
す
ま
い
ざ
ご
が
査
調
の
区
Ｂ

は
ら
か
月
今
、
た
ま

川
向

の
区
地

大
栗

は
ら
か
月
十
、
跡
遺

大

倉
名

地

る
あ
に
区

西
地
・
東
地

跡
遺
の
ら
れ
こ
。
す
ま
り
ま
始
も
査
調
の
跡
遺

め
進
を
開
公
報
情
の
へ
様
皆
で
ち
た
か
の
か
ら
何
、
も
て
し
ま
き
つ
に

調
掘
発
の
も
ど
私
も
と
後
今
、
で
の
す
ま
り
お
て
え
考
と
い
た
き
行
て

。
す
ま
げ
上
し
申
い
願
お
き
続
き
引
を
力
協
ご
・
解
理
ご
の
へ
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
愛

県
知

埋
蔵
文

財
化

　

樋
上 

昇
）

配石遺構と
土器埋納炉跡

写真 6　昨年度のイベントの様子
　　上：バックヤードツアー　
　　　（平成 27年 8月実施）
　　下：考古学セミナーでの設楽
　　　ダム関連調査 展示ブース
　　　（平成 27年 11月実施）　

　
　

 

六
十
二
月

 

）
土
（
日

　

十
三
時
四
後
午
ら
か
時
一
後
午

 

分

　
　
　
　
　
　

一
十

 

七
十
二
月

 

）
日
（
日

　

時
四
後
午
ら
か
時
十
前
午

　
　

会
　

 

堂
講
下
地
・
室
明
説
示
展

も
ト
ン
ベ
イ
の
れ
ず
い
＊

料
無
費
加
参
・
要
不
約
予

財
化
文
蔵
埋
県
知
愛
は
く
し
詳
。
す
で

　
　
　

（
愛

県
知

埋
蔵
文

財
化

　

早
野
浩
二
）　



畦道畦道

道路状遺構道路状遺構

境川境川

県道十号線県道10号線

落書き石落書き石

23

設楽発掘通信 No.22設楽発掘通信 No.22

F

　
　

範
囲
確
認
調
査

　

川
向
地
区
で
行
っ
て
い
た
川か
わ
む
き
ち
か
ざ
わ

向
近
沢
遺
跡
、
下し
も
の
べ
さ
か

延
坂
遺
跡
の
範は
ん
い
か
く
に
ん
ち
ょ
う
さ

囲
確
認
調
査
が
完
了
し
ま

し
た
。
上
ヲ
ロ
ウ
・
下
ヲ
ロ
ウ
遺
跡
は
九
月
中
完
了
を
目
指
し
て
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

引
き
続
き
、
川
向
地
区
の
石い
し
は
ら原

遺
跡
、
大
名
倉
地
区
の
胡く
る
み
く
ぼ

桃
窪
遺
跡
の
調
査
を
行
っ
て
い
ま

す
。
今
回
は
本
調
査
の
地
元
説
明
会
の
よ
う
に
、
あ
ま
り
調
査
の
様
子
を
現
地
で
ご
案
内
す

る
機
会
が
少
な
い
、
範
囲
確
認
調
査
の
手
順
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

①
ト
レ
ン
チ
設
定
（
写
真
５
A
）　

ト
レ
ン
チ
は
１
×
2
ｍ
を
基
本
に
設
定
し
ま
す
。
場
所　

　

に
よ
っ
て
は
３
×
30
ｍ
の
よ
う
に
大
き
な
ト
レ
ン
チ
を
設
定
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

②
機
械
掘
削
（
写
真
５
B
）　

遺
構
面
か
地
山
ま
で
重
機
で
掘
削
し
ま
す
。
人
力
で
掘
削
を

　

行
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

③
平
面
記
録
（
写
真
５
C
）　

遺
構
面
か
地
山
に
達
し
た
と
こ
ろ
で
清
掃
を
行
い
、
記
録
写

　

真
撮
影
と
平
面
図
作
成
を
行
い
ま
す
。

④
断
面
記
録
（
写
真
５
D
）　

同
じ
く
断
面
も
清
掃
を
行
い
、
記
録
写
真
撮
影
と
断
面
図
作

D

BE

C

A 

写真 2　川向東貝津遺跡出土石器類

　

川
向
東
貝
津
遺
跡
の
発
掘
調
査　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

川か
わ
む
き
ひ
が
し
が
い
つ

向
東
貝
津
遺
跡
の
発は
っ
く
つ
ち
ょ
う
さ

掘
調
査
は
、
暑
か
っ
た
夏
が
終
わ
る
と
共
に
終
了
し
ま
し
た
。

　

下
の
写
真
に
は
、
尖
頭
器
以
外
の
主
な
出
土
遺
物
を
掲
載
し
ま
し
た
（
写
真
2
）。
①
は

後こ
う
き
き
ゅ
う
せ
っ
き

期
旧
石
器
時
代
（
約
一
万
八
千
年
前
）
の
細
石
核
（
細さ
い
せ
き
じ
ん

石
刃
を
作
る
た
め
の
母ぼ
ざ
い材

）、
⑨

～
⑪
は
細
石
刃
（
細
長
く
剥は
く
り離

し
た
も
の
を
骨こ
っ
か
く角

な
ど
に
溝
を
彫ほ

り
、
そ
こ
に
た
く
さ
ん

埋
め
込
ん
で
槍や
り
さ
き先

な
ど
と
し
て
使
用
）、
②
～
⑤
と
⑫
は
石せ
っ
か
く核

（
石
器
を
作
る
時
に
原
石
か

ら
剥は
く

片へ
ん

を
打
ち
欠
い
て
残
っ
た
部
分
）、
⑥
と
⑧
は
叩た
た

き
石
（
手
に
直
接
に
ぎ
っ
て
槌つ
ち

と
し

て
使
っ
た
石
器
）、
⑦
は
縄
文
時
代
後こ
う
き期

か
ら
晩ば
ん
き期

（
約
四
千
四
百
年
前
～
約
二
千
八
百
年

前
）
に
作
ら
れ
た
石せ
き
す
い錘
（
お
も
り
）、
⑬
～
⑮
は
縄
文
時
代
中ち
ゅ
う
き期
（
約
五
千
五
百
年
前
か
ら

約
四
千
四
百
年
前
）
に
作
ら
れ
た
石せ
き

鏃ぞ
く

（
や
じ
り
）
で
す
。

　

当
遺
跡
は
後
期
旧
石
器
時
代
か
ら
縄
文
時
代
晩
期
ま
で
人
々
が
生
活
や
狩し
ゅ
り
ょ
う猟
を
行
っ
て
い

た
事
や
、
①
、
②
、
⑩
～
⑫
、
⑭
の
石
材
が
遠
隔
地
（
恐
ら
く
長
野
県
）
か
ら
運
び
込
ま
れ

た
黒こ
く
よ
う
せ
き

曜
石
で
あ
る
事
な
ど
が
判
明
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
安あ
ん
ざ
い
こ
う
ぎ
ょ
う
か
ぶ
し
き
が
い
し
ゃ

西
工
業
株
式
会
社　

坂さ
か
ぐ
ち
ひ
さ
と

口
尚
人
）

⑤
① ②

⑥ ⑦

③ ④

⑧

⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮

　

滝
瀬
遺
跡
の
発
掘
調
査　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

滝た
き
せ瀬
遺
跡
で
は
、
八
月
十
一
日
に
地
元
説
明
会
を
行
い
、
お
か
げ
さ
ま
で
多
く
の
方
に
来

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
説
明
会
で
は
、
Ａ
区(

調ち
ょ
う
さ
く

査
区
東
側)

の
遺い
こ
う構
を
お
見
せ
し
ま
し
た
。

主
な
遺
構
は
、
前
号
で
も
お
伝
え
し
た
竪た
て
あ
な
た
て
も
の
あ
と

穴
建
物
跡
の
可
能
性
も
あ
る
配は
い
せ
き
い
こ
う

石
遺
構
な
ど
で

し
た(

写
真
3)

。
ま
た
、
道
路
状
の
遺
構
も
お
見
せ
し
ま
し
た(

写
真
4)

。
こ
れ
は
、
調

査
区
の
北
側
を
通
る
伊い
な
か
い
ど
う

那
街
道(

県
道
十
号
線)

の
前
身
と
な
る
道
路
と
考
え
ら
ま
す
。
調

査
前
に
は
、
Ａ
区
の
中
央
部
あ
た
り
に
境さ
か
い
が
わ川
を
渡
り
北
に
延
び
る
形
の
畦あ
ぜ
み
ち道
が
残
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
道
路
状
遺
構
が
見
つ
か
っ
た
の
は
ほ
ぼ
そ
の
真
下
に
あ
た
る
部
分
で
、
以
前
の
道

路
は
北
東
に
延
び
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
場
所
に
は
、
明
治
十
八
年
に
書
か
れ
た

地ち

せ

き

ず

籍
図
に
も
同
様
の
形
の
道
路
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
、
設
楽
発
掘
通
信
十
九
号

で
お
伝
え
し
た
落ら
く
が書

き
石
は
こ
の
畦
道
の
脇
に
あ
り
ま
し
た
。

　

滝
瀬
遺
跡
の
調
査
は
、
こ
れ
か
ら
後
半
戦
と
な
り
ま
す
。
今
後
の
調
査
で
遺
跡
が
ど
の
よ

う
な
広
が
り
を
見
せ
る
か
、
ど
う
ぞ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
安あ
ん
ざ
い
こ
う
ぎ
ょ
う
か
ぶ
し
き
が
い
し
ゃ

西
工
業
株
式
会
社　

岩い
わ
せ
だ
い
す
け

瀬
大
輔
）

写真 3　 滝瀬遺跡 配石遺構 ( 南より )

写真 4　滝瀬遺跡 調査区全景 ( 上が北 )
　

成
を
行
い
ま
す
。

⑤
測
量
（
写
真
５
E
）　

現
場
で
の
平
面
図
・
断
面
図
作
成
に
は
電
子
平
板
を
使
用
し
ま
す
。

⑥
埋
め
戻
し
（
写
真
５
F
）　

記
録
作
業
の
終
わ
っ
た
ト
レ
ン
チ
は
す
ぐ
に
埋
め
戻
し
ま
す
。

　

範
囲
確
認
調
査
は
本
調
査
と
は
異
な
り
、
遺
跡
の
範
囲
全
体
に
間
隔
を
あ
け
て
設
定
し
た

ト
レ
ン
チ
を
次
々
と
調
査
し
ま
す
。
遺
物
が
大
量
に
出
土
し
、
遺
構
も
多
く
検
出
で
き
る
ト

レ
ン
チ
も
あ
れ
ば
、
遺
物
も
遺
構
も
見
つ
か
ら
な
い
ト
レ
ン
チ
も
あ
り
ま
す
。
様
々
な
状
況

の
ト
レ
ン
チ
の
調
査
成
果
を
隣
り
合
っ
た
ト
レ
ン
チ
同
士
で
比
較
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
遺
跡
全
体
の
様
相
を
類
推
し
、
遺
跡
の
広
が
る
範
囲
を
確
定
し
ま
す
。　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
安あ
ん
ざ
い
こ
う
ぎ
ょ
う
か
ぶ
し
き
が
い
し
ゃ

西
工
業
株
式
会
社　

入い
り
え
た
け
ひ
ろ

江
剛
弘
）

写真 5　範囲確認調査の手順（永江沢遺跡）
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設
楽
発
掘
通
信

　
　

 

平
成
２
８
年
９
月
号

　
　
　
　
　
　
　
　

編
集
・
発
行　

 　
　

公
益
財
団
法
人 

愛
知
県
教
育
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団 

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　

〒
４
９
８-

０
０
１
７　

愛
知
県
弥
富
市
前
ヶ
須
町
野
方
８
０
２
の
２
４

　
　
　
　
　
　
　
　
　

電
話　

(

０
５
６
７)

６
７-

４
１
６
１
【
管
理
課
】　

４
１
６
３
【
調
査
課
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

h
t
t
p
://w

w
w

.m
a
ib

u
n
.c

o
m

　
　
　
　
　
　
　
　
　

F
a
c
e
b
o
o
k

　

h
t
t
p
s
://w

w
w

.fa
c
e
b
o
o
k
.c

o
m

/m
a
ib

u
n
a
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印
刷
・
協
力
　
　
　
安
西
工
業
株
式
会
社
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設
楽
発
掘
通
信

No.22

　

滝
瀬
津
遺
跡
の

地
元
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
の

　
　

イ
ベ
ン
ト
ご
案
内

　

少
し
づ
つ
秋
ら
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
今
回
は
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
に
よ
る

秋
の
イ
ベ
ン
ト
を
ご
案
内
し
ま
す
。

●
『
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
ツ
ア
ー
と
考
古
学
体
験
』

　

☆
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
の
施
設
内
部
を
ご
案
内
し
ま
す
。
発
掘
調
査
と
は
異
な
る
仕
事

ぶ
り
を
ご
覧
下
さ
い
。

　
　
開
催
日
：
十 

月 

十
四 

日(

金)
・
十
一 

月 

十
一
日(

金)

　
　
時
　
間
：
い
ず
れ
も
午
前 

十 

時
か
ら

　
　
場
　
所
：
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー 

二
階
　
研
修
室
集
合

●  

連
続
歴
史
講
座
『
祈
り
と
祭
り
の
考
古
学
』

　

☆
祈
り
と
祭
り
に
関
す
る
の
考
古
学
的
な
情
報
に
つ
い
て
五
人
の
講
師
が
解
説
し
ま
す
。

　
　
時
　
間:

午
後
一
時
か
ら
三
時

　
　
会
　
場:

愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー 

二
階
研
修
室

　
　
　
・
九
月  

二
十
四 

日(

土)

　  「
縄
文
の
い
の
り
」      

川
添
和
暁

　
　
　
・
十
月  

八 

日(

土)

　
　 

　 「
弥
生
の
農
耕
祭
祀
」
永
井
宏
幸

　
　
　
・
十
月  

二
十
二 

日(

土)

　  「
古
墳
の
ま
つ
り
」   

早
野
浩
二

　
　
　
・
十
一
月  

五 

日(

土)

　      「
古
代
の
ま
じ
な
い
」
池
本
正
明

　
　
　
・
十
一
月  

十
九 

日(

土)

　  「
戦
国
の
呪
術
」　 

  

鈴
木
正
貴

●  

考
古
学
セ
ミ
ナ
ー
「
愛
知
の
考
古
学
２
０
１
６
」

　

☆
愛
知
県
内
外
の
考
古
学
に
関
係
す
る
成
果
を
広
く
一
般
県
民
に
公
開
す
る
た
め
の
報
告

会
を
開
催
し
ま
す
。
設
楽
ダ
ム
関
連
の
発
掘
調
査
の
成
果
も
展
示
す
る
予
定
で
す
。

　
　

 

【
主
催
】
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
・
名
古
屋
市
博
物
館
・
名
古
屋
市
教
育
委
員
会
文
化
財
保
護
室

　
　

   【
協
力
】
名
古
屋
市
観
光
文
化
交
流
局
名
古
屋
城
総
合
事
務
所

　

先
だ
っ
て
八
月
十
一
日
の
山
の
日
に
、
設
楽
町
八や

つ
は
し橋
字
タ
キ
セ
に
所

在
す
る
滝た
き
せ瀬
遺
跡
の
地
元
説
明
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

滝
瀬
遺
跡
の
調
査
は
昨
年
度
か
ら
行
っ
て
お
り
、
本
年
度
は

五
五
二
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
の
発
掘
調
査
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
今
回
の

説
明
会
で
皆
様
に
お
見
せ
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
昨
年
度
調
査
区

の
北
東
側
に
あ
た
る
16
Ａ
区
で
す
。

　

今
回
の
調
査
で
見
つ
か
っ
た
遺
構
は
、
石い
し
が
こ
い
ろ

囲
炉
を
も
つ
縄

じ
ょ
う
も
ん文
時
代

中ち
ゅ
う
き
こ
う
は
ん

期
後
半
（
今
か
ら
約
四
八
〇
〇
～
四
四
〇
〇
年
前
）
の
竪た

て
あ
な
た
て
も
の
あ
と

穴
建
物
跡

と
土ど

き

だ
器
溜
ま
り
、
縄
文
時
代
後こ

う
き期

前ぜ
ん
よ
う葉

～
中ち

ゅ
う
よ
う

葉
（
今
か
ら
約
四
〇
〇
〇

～
三
八
〇
〇
年
前
）
の
遺い
ぶ
つ物

包ほ
う
が
ん
そ
う

含
層
・
配は

い
せ
き
い
こ
う

石
遺
構
・
炉ろ

あ
と跡

・
袋

ふ
く
ろ
じ
ょ
う
ど
こ
う

状
土
坑

（
貯ち
ょ
ぞ
う
け
つ

蔵
穴
）、
縄
文
時
代
中
期
～
後
期
の
土ど

き
ま
い
せ
つ
い
こ
う

器
埋
設
遺
構
（
埋う

め
が
め甕

）
と
集

し
ゅ
う

石せ
き

土ど
こ
う坑

、
か
つ
て
の
伊い

な那
街か

い
ど
う道

と
考
え
ら
れ
る
近き

ん
せ
い世

以
降
の
道ど

う
ろ
じ
ょ
う

路
状
遺

構
が
あ
り
ま
す
。
な
か
で
も
縄
文
時
代
後
期
の
配
石
遺
構
は
建た
て
も
の
あ
と

物
跡
の

可
能
性
も
あ
り
、
特
に
注
目
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

お
か
げ
さ
ま
を
も
ち
ま
し
て
、
地
元
説
明
会
の
当
日
は
お
天
気
も
良

く
、
八
六
名
も
の
方
々
に
遺
跡
を
ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
こ
に
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

写真 1　滝瀬遺跡 地元説明会の様子
（当日配付資料は愛知埋文 HP からダウンロードできます）

出土遺物

　

な
お
、
滝
瀬
遺
跡
は
こ
れ
か
ら
も
16
Ｂ
区
の
調
査
が
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
、
今
月
か
ら
は
川か
わ
む
き向

地
区
の
大お

お
ぐ
り栗

遺
跡
、
十
月
か
ら
は
大お

お
な
ぐ
ら

名
倉
地

区
に
あ
る
西に
し
ぢ地

・
東ひ

が
し
ぢ地

遺
跡
の
調
査
も
始
ま
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
遺
跡

に
つ
き
ま
し
て
も
、
何
ら
か
の
か
た
ち
で
皆
様
へ
の
情
報
公
開
を
進
め

て
行
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
私
ど
も
の
発
掘
調

査
へ
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
引
き
続
き
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
愛あ
い
ち
け
ん

知
県
埋ま

い
ぞ
う蔵

文ぶ
ん
か
ざ
い

化
財
セ
ン
タ
ー　

樋ひ
が
み上 

昇の
ぼ
る）

配石遺構と
土器埋納炉跡

写真 6　昨年度のイベントの様子
　　上：バックヤードツアー　
　　　（平成 27 年 8 月実施）
　　下：考古学セミナーでの設楽
　　　ダム関連調査 展示ブース
　　　（平成 27 年 11 月実施）　

　
　
開
催
日
：
十
一 

月
二
十
六 

日
（
土
）　
午
後
一
時
か
ら
午
後
四
時
三
十 

分

　
　
　
　
　
　
十
一 

月
二
十
七 

日
（
日
）　
午
前
十
時
か
ら
午
後
四
時

　
　
会
　
場
：
名
古
屋
市
博
物
館 

展
示
説
明
室
・
地
下
講
堂

＊
い
ず
れ
の
イ
ベ
ン
ト
も
予
約
不
要
・
参
加
費
無
料
で
す
。
詳
し
く
は
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財

セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
で
。　
　
　
（
愛あ
い
ち
け
ん

知
県
埋ま
い
ぞ
う蔵

文ぶ
ん
か
ざ
い

化
財
セ
ン
タ
ー　

早は
や
の野

浩こ
う
じ二

）　




